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主催報告 

令和 5 年度 関東支部 第１回油化学セミナー 開催報告 

日本油化学会関東支部 株式会社スモールウィン 小山匡子  

 

 関東支部主催の令和 5 年度第１回油化学セミナ

ーを，「美容とアンチエイジング」をテーマに，7

月 26 日（水） 油脂工業会館にて対面形式で開催

いたしました。 

美容・アンチエイジングに対する意識は大きく変

化し，年齢や性別を問わずニーズは拡大している

昨今の現状から，体の内外からアプローチして考

えるセミナーを企画しました。多様な製品やサービ

ス提供の基盤となる最新の研究から 4 題を各先

生に講演していただきました。 

関東支部事業企画委員会の企画するセミナー

では久々の対面開催となり 28 名参加いただきまし

たが，休憩時間には実際の機器で体感できたり，

講演後に名刺交換の時間をとったりと，対面ならで

はの開催となりました。 

各演題の内容について，以下に示します。 

 

１．「サーチュイン活性化による美容とアンチエイジ

ング」 

代謝機能研究所，東京工科大学，藤田医科大学 

今井 伸二郎 氏 

 

 本講演では，サーチュインの効果について講演

いただきました。 

サーチュインは脱アセチル化酵素であり，その

酵素活性は NAD+に依存しています。サーチュイ

ンは遺伝子発現，DNA 修復，代謝，酸化ストレス

応答など多数の活動を調節することが知られてお

り，サーチュイン活性化により若返りができると言わ

れています。サーチュインを活性化する要素として

はカロリー制限が挙げられますが，実際はバランス

の取れた食事であることが第一です。レスベラトロ

ールはサーチュイン遺伝子の発現増強活性があ

り，老化制御に有効である可能性が高いと考えら

れています。美容においてもレスベラトロールの抗

酸化作用，抗炎症作用などは，皮膚の光老化抑

制などに潜在的に関与しています。また小麦（全

粒），ライ麦（全粒）に含まれるアルキルレゾルシノ

ールやカカオ由来の脂肪酸トリプタミドのサーチュ

イン活性化についても解説いただきました。 

 

 

2. 「ファインファイバー技術の開発と化粧品への

応用展開」 

          花王株式会社 東城 武彦 氏 

 

本講演では，化粧品に商品化されたファイン

ファイバー技術について，社会実装における
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技術開発ポイントと，極細繊維だから実現で

きる特性，そして化粧品として新たに見出さ

れた価値について解説いただきました。 
極細繊維は，高分子溶液に高電圧をかける

エレクトロスピニング法によって高速で延伸

乾燥される数百 nmの径の繊維です。従来の
マイクロオーダーの繊維からこのナノオーダ

ーの繊維にすることで，柔らかさ，比表面

積，毛管力が増大し新たな機能が得られまし

た。 
皮膚の上に極細繊維を吹き付けると，肌と

一体となった膜になり，さらに美容液などの

化粧品を塗布すると，極細繊維の高い毛管力

から均等に液が広がり化粧効果が持続される

と説明されました。 
実際ハンディタイプのデバイスをお持ちい

ただき，参加者の肌上に極細繊維を吹き付

け，美容液を塗布する実演を行い，多くの方

が体感できました。 

 
 

３．「リポソーム化粧品はなぜ高いスキンケア効果

を有するのか ―ラメラ構造に着目した肌効果メカ

ニズムについて―」 

株式会社コーセー 黒木 純子 氏 

 

 本講演では，化粧品の製剤開発によって効果を

高める事例の一つのリポソーム化粧品について講

演いただきました。 

化粧品は有効成分に加え，製剤・基剤のバリエ

ーションが幅広く，高い肌効果を有する製剤開発

が可能です。リポソーム製剤が，どのような機構で

高いスキンケア効果を発揮しているのか概説いた

だきました。 

皮膚のバリア機能を担う角層細胞間脂質の主

要成分であるセラミドは，融点が高く結晶化しやす

いことから化粧品に配合しようとしても製剤化が難

しい原料です。セラミドは細胞膜を模した平面構

造も持つバイセル製剤へは高配合が可能となるこ

とが説明されました。 

生体組成成分リン脂質から構成される多重層マ

イクロカプセルである球状のリポソームは，リン脂

質に構造の安定化のためにコレステロールを加え

て作られます。商品化では，フィトステロールにて

製剤化されました。 

このリポソーム製剤がもつ高い肌効果について

も実証結果が報告されました。リポソーム製剤の皮

膚上での状態およびその効果を，角層シートを用

いた構造解析などから確認し，細胞間脂質同様の

ラメラ構造の維持と保湿のバリア機能が発現され

ていることについて解説されました。 

このリポソーム製剤は，ロングセラー商品のリニ

ューアルに関する内容でもありましたが，効果の立

証まで導かれた興味深い講演でした。 
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４．「皮膚老化と抗老化ビタミンの働き」 

武蔵野大学薬学部 SSCI 研究所 阿部 皓一 氏 

 

本講演では，抗老化ビタミンの働きについて

の講演で，内外美容の重要性を解説いただき

ました。 
抗酸化ビタミンとしてビタミン D,E,C,A の投与が

好ましいこと，特にビタミン B 群は一般に皮膚から

の吸収はされにくいことから，経口摂取が必要とな

ること，ビタミン E は創傷治療にも用いられている

ことなど解説されました。真皮の栄養は血液からト

ランスポートされることから，自然老化による皮膚

老化は栄養素の不足が原因と考えられると解説さ

れました。 

皮膚の光老化の防止から日焼け止めに関連し

て次の話がありました。ビタミン D は皮膚にて光が

あたることで産生されますが，UV カット効果のサン

スクリーンを使うことは，ビタミン D の観点から好ま

しいか否かは関係ない。サンスクリーンを使う人

は，太陽光が当たるところに外出するから UV カッ

トが必要であり，実際はビタミン D 産生に必要な光

に当たっているとの説明がありました。 

また，年をとることは加齢であり，老化は

「年をとるにつれて生理機能が衰えること」。

過度に機能が衰える老化は病気であるとお話

され，生活者の視点からも，研究者の視点か

らも，わかりやすく大変興味深い講演でし

た。 
 

 
 

 以上 4 講演，基礎的な研究から人々に身近にか

かわる研究まで非常に興味深いご発表であり，今

後，先生方のご研究が益々発展されることを祈念

しております。 

 

 

以上 


